
山
口
県
の
神
代
文
字

吉
香
神
社
の
石
灯
籠
銘

播

磨

定

男

は
じ
め
に

 
山
ロ
県
岩
国
市
横
山
に
、
江
戸
時
代
こ
の
地
方
を
支
配
し
た
吉
川
氏
を
祀
る
吉
香
神
社
が
あ
る
。
創
建
は
明
治
年
間
だ
が
、
境
内
に
は

箋
注
も
の
石
灯
籠
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
基
に
後
掲
の
、
私
た
ち
が
日
頃
使
っ
て
い
る
漢
字
や
仮
名
文
字
と
は
違
っ
た
得
体

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
知
れ
な
い
文
字
が
十
二
個
刻
さ
れ
て
い
る
。
文
字
の
形
だ
け
か
ら
判
断
す
る
と
ハ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
見
し

た
印
象
を
記
し
た
ま
で
の
こ
と
で
、
深
く
探
究
す
れ
ば
他
の
文
字
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

 
ど
こ
の
何
文
字
で
あ
る
か
は
別
と
し
て
も
、
石
灯
籠
に
こ
の
種
の
文
字
を
刻
し
た
事
例
は
未
見
で
あ
る
。
個
々
の
文
字
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
十
二
文
字
全
体
の
意
味
を
解
釈
す
る
と
な
る
と
一
層
困
難
な
こ
と
で
、
い
っ
そ
看
過
す
べ
き
か
と
も
思
っ
た
が
、
実
は
、

こ
の
石
灯
籠
は
明
治
十
九
年
に
藤
田
藻
と
い
う
地
元
岩
国
出
身
の
歴
史
学
者
が
寄
進
し
た
も
の
で
、
彼
は
防
長
の
金
石
文
研
究
に
先
駆
的

な
仕
事
を
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
・
し
た
が
っ
て
、
こ
の
石
灯
籠
に
刻
さ
れ
た
十
二
文
字
は
、
藤
田
が
そ
れ
な
り
の
意
味
を
込
め
て
公
表
し
た

も
の
と
推
察
さ
れ
、
そ
の
解
釈
に
当
た
っ
て
は
当
然
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
寄
進
者
の
藤
田
が
こ
の
十
二
文
字
に
託
し
た
意
味
は

何
で
あ
っ
た
か
、
氏
が
後
世
に
遺
し
た
謎
に
敢
え
て
挑
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
。
ご
批
正
を
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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e
吉
香
神
社
の
石
灯
籠

 
こ
の
石
灯
籠
は
、
吉
香
神
社
の
拝
殿
に
向
か
っ
て
右
側
の
片
隅
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
存
の
状
況
は
台
石
上
に
基
礎
、

竿
、
中
台
、
火
袋
の
順
に
の
っ
て
い
る
が
、
こ
の
上
に
く
る
笠
石
や
請
花
、
宝
珠
は
足
下
の
地
上
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。

 
石
灯
籠
を
構
成
す
る
各
部
に
つ
い
て
詳
述
す
る
と
、
割
石
で
方
形
の
台
石
を
二
段
に
組
み
、
こ
の
上
に
円
形
の
基
礎
と
丸
竿
を
の
せ
て

い
る
。
竿
の
直
径
は
二
七
孜
ン
、
高
さ
は
八
五
弛
ン
で
、
途
中
に
節
の
無
い
全
く
の
円
柱
形
で
あ
る
。
中
台
は
高
さ
一
八
弛
ン
の
六
角
型
で
、
火

袋
は
高
さ
幅
と
も
二
九
弛
ン
の
方
形
を
し
、
内
部
は
空
洞
で
あ
る
が
表
に
円
形
、
裏
に
は
半
月
の
透
彫
り
を
し
て
い
る
。
側
に
置
い
て
あ
る

笠
は
方
形
で
、
高
さ
三
〇
弛
ン
、
幅
六
九
弛
ン
と
大
形
の
割
に
は
軒
や
屋
根
の
反
り
は
す
く
な
い
。
屋
根
の
表
中
央
部
に
吉
川
家
の
家
紋
の
九

曜
紋
を
大
き
く
陽
刻
し
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
請
花
と
宝
珠
は
一
石
彫
心
で
、
合
わ
せ
た
高
さ
は
三
二
弛
ン
で
あ
る
。
基
礎
か
ら
の
各

部
計
測
値
を
加
算
す
る
と
、
高
さ
は
二
一
七
弛
ン
と
な
り
、
地
上
か
ら
は
二
六
〇
弛
ン
を
超
え
る
大
形
の
石
灯
籠
で
あ
る
。

 
た
だ
し
、
一
般
の
石
灯
籠
に
見
ら
れ
る
基
礎
部
分
の
格
狭
間
や
反
花
、
そ
れ
に
中
台
下
側
の
蓮
弁
な
ど
の
装
飾
的
意
匠
は
皆
無
で
、
こ

れ
に
節
の
無
い
竿
も
加
わ
っ
て
全
体
的
に
最
も
簡
素
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
火
袋
と
笠
は
方
形
を
し
て
い
る
の
に
中
台
が
六
角

形
で
あ
る
な
ど
、
石
灯
籠
の
定
型
を
無
視
し
た
造
り
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
以
降
の
遺
品
に
は
こ
う
し
た
不
定
型
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
こ
と
を
も
っ
て
各
部
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
る
と
は
見
倣
さ
れ
な
い
。
石
質
は
各
部
と
も
同
一
の
花
甲
罫
書
で
あ
り
、
境
内
の
付
近
に

同
一
形
式
の
も
の
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
灯
籠
は
二
基
一
対
と
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
こ
の
一
基
の

み
が
独
立
し
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
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吉
香
神
社
の
石
灯
籠
（
山
口
県
岩
国
市
横
山
）

 
次
に
、
銘
文
は
円
柱
状
の
竿
部
分
と
六
角
型
の
中
台
側
面
の
二
箇
所
に
各
々
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
中
台
銘
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と

に
し
て
、
先
ず
丸
竿
銘
か
ら
紹
介
す
る
と
、
表
に
「
奉
献
 
藤
田
藻
」
、
裏
に
は
「
明
治
十
九
年
十
月
」
と
あ
り
、
こ
の
石
灯
籠
が
明
治

十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
月
に
、
藤
田
藻
に
よ
っ
て
吉
香
神
社
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
寄
進
者
の
生
没
年
に
つ
い
て
．

は
未
詳
で
あ
る
が
、
藤
田
に
は
岩
国
藩
に
関
す
る
旧
記
録
や
見
聞
録
に
よ
っ
て
、
そ
の
各
種
項
目
を
詳
述
し
た
『
巌
国
沿
革
志
』
一
九
〇

冊
（
目
録
大
正
二
年
）
が
あ
り
、
こ
の
中
の
『
巌
邑
金
石
文
』
（
明
治
三
十
八
年
）
に
は
府
下
の
鐘
銘
、
碑
銘
、
墓
誌
な
ど
一
四
〇
件
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

収
録
し
、
後
世
の
地
方
史
や
郷
土
誌
研
究
に
禅
益
す
る
こ
と
極
め
て
大
で
あ
る
。

 
彼
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
石
灯
籠
を
寄
進
す
る
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
は
未
だ
多
く
を
知
り
得
な
い
が
、
吉
香
神
社
の
設
立
が
丁
度
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
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四

時
期
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
社
の
創
建
が
契
機
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
維
新
後
に

旧
岩
国
藩
主
の
吉
川
経
健
が
、
東
京
帰
任
に
よ
り
同
家
に
関
わ
る
神
社
の
移
転
を
意
図
さ
れ
た
際
、
地
元
岩
国
で
は
吉
川
氏
の
縁
者
が
主

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
の
御
霊
を
吉
香
公
園
内
に
留
め
置
く
こ
と
を
懇
願
し
、
明
治
六
年
に
吉
香
神
社
の
設
立
を
県
に
出
願
し
た
。
翌
七
年
三
月
に
県
の
許
可

を
得
て
、
吉
香
神
社
は
白
山
神
社
境
内
の
年
功
神
社
旧
社
殿
に
安
置
さ
れ
た
が
、
同
十
八
年
に
は
社
殿
を
現
在
地
の
吉
川
氏
居
館
跡
に
新

築
し
て
遷
座
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
亀

 
藤
田
が
石
灯
籠
を
寄
進
し
た
の
は
こ
の
直
後
の
同
十
九
年
十
月
半
あ
る
。
吉
香
神
社
が
設
立
さ
れ
た
と
は
言
え
こ
れ
ま
で
は
仮
住
ま
い

で
あ
っ
た
の
が
、
い
よ
い
よ
吉
川
氏
旧
館
跡
に
建
物
も
新
築
さ
れ
、
本
格
的
に
鎮
座
す
る
に
至
っ
て
、
彼
も
ま
た
吉
川
氏
の
縁
者
と
共
に

石
造
物
を
寄
進
し
、
先
祖
の
霊
を
慰
撫
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
吉
香
神
社
の
祭
神
は
、
吉
川
氏
初
代
の
経
義
を
は
じ
め
友
兼
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経
基
、
興
経
、
元
春
、
元
長
、
広
家
、
広
嘉
、
経
幹
の
九
柱
で
あ
る
。

⇔
中
台
銘
の
謎
の
十
二
文
字

 
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
吟
味

 
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
石
灯
籠
に
は
寄
進
者
の
名
前
を
刻
し
た
丸
竿
の
他
に
、
中
台
の
側
面
に
も
刻
銘
が
見
ら
れ
る
。
石
灯
籠
の
全
体

的
な
構
成
か
ら
す
る
と
、
中
台
は
竿
の
上
に
位
置
し
、
丁
度
基
礎
と
は
対
称
的
な
形
を
し
て
い
る
。
下
端
の
中
央
に
竿
の
受
け
座
を
設

け
、
そ
の
周
囲
に
は
上
向
き
の
蓮
弁
を
、
さ
ら
に
側
面
に
は
格
狭
間
を
彫
っ
た
り
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
石
灯
籠
は
そ
う
し

た
一
切
の
装
飾
的
意
匠
を
排
し
、
六
角
型
の
側
面
に
は
一
面
に
二
字
ず
つ
計
十
二
の
文
字
を
刻
し
て
い
る
。
文
字
そ
の
も
の
が
花
歯
岩
製

の
石
質
に
も
拘
ら
ず
肉
眼
で
も
容
易
に
識
別
で
き
る
の
は
、
こ
の
遺
品
の
造
立
が
未
だ
何
百
年
も
の
歳
月
を
経
て
い
な
い
証
左
で
あ
ろ

う
。
．
丸
竿
銘
に
「
奉
献
」
「
明
治
十
九
年
十
月
」
と
あ
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
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さ
て
、
こ
の
十
二
文
字
の
解
読
に
当
た
っ
て
最
初
に
参
考
に
し
た
の

は
、
韓
国
や
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
で
使
用
さ
れ
て

い
る
ハ
ン
グ
ル
で
あ
る
。
ハ
ン
グ
ル
は
一
四
四
六
年
に
李
氏
朝
鮮
第
四

代
の
王
世
宗
が
「
訓
民
正
音
」
の
名
で
公
布
し
た
朝
鮮
の
国
字
で
、
日

本
語
の
ア
イ
ウ
エ
オ
に
相
当
す
る
母
音
字
十
字
と
子
音
字
十
四
字
か
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
る
表
音
文
字
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
反
切
表
（
パ
ン
ヂ
ョ
ル
ピ
ョ
）
に

あ
る
文
字
と
石
灯
籠
の
十
二
文
字
を
対
照
す
る
と
、
旧
H
7
1
、
打
目
司
、

叶
1
1
叫
な
ど
の
よ
う
に
双
方
似
る
も
の
や
、
■
1
ー
エ
、
創
“
司
（
司
）
、

可
1
1
。
丁
の
よ
う
に
変
形
体
と
思
わ
れ
る
も
の
を
数
え
る
と
、
十
二
文
字

中
七
文
字
は
ど
う
に
か
判
読
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
o
、
ロ
、

〈
、
1
は
ハ
ン
グ
ル
の
子
音
字
に
な
い
こ
と
か
ら
、
肝
、
川
、
1
1
、
肚

の
四
文
字
は
判
読
不
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
十
二
文
字
中
の
五
文

字
は
依
然
未
詳
の
ま
ま
残
る
こ
と
に
な
る
。

 
ハ
ン
グ
ル
専
門
の
学
者
に
直
接
質
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
反
切
表

に
該
当
す
る
文
字
を
発
見
で
き
な
い
こ
と
は
、
こ
の
十
二
文
字
が
ハ
ン

グ
ル
と
は
別
な
文
字
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
文
字
は

ハ
ン
グ
ル
と
は
近
縁
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
世
界
の
文

字
史
上
で
ハ
ン
グ
ル
に
似
る
文
字
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
わ
が
国
の
神
代

文
字
で
あ
る
。

コ川

Ul
図
一
 
石
灯
籠
の
中
台
銘
（
原
文
）

oT

叶

創l1

1
1

□

oT

川

UT

五
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雀
目
 
ハ
ン
グ
ル
要
素
文
字
一
覧

子 音  字 母 音 字

ワ k （今寺）6 0 レ a （今回）・ B
L  n τ 2 ㌃ ya

τ t ム  Z 弓 θ

ヨ  r ヨ yθ

口  m 己』  0

『日 P 」エ@yo
ノ・ S ・T”@U
o  ，，o ¶' @yu
ス  C 一  u〔1

ヌ ch 1 1

コ kh
｛… th

立 ph
言 h

（例） ユ  朴 曽 。1 相 州 叡 叫．

転写 kUl sa．ram一'i  ，  ．モPP一θ1 'θps-ta．

発音 ［kUl sa-ra-mi ci．be OP-ta］
㌔

（訳） その 人 は 家に いない。

一L．

ノ＼

 
日
文
に
よ
る
吟
味

 
漢
字
を
と
り
い
れ
る
以
前
に
、
日
本
に
固
有
の
文
字
が
存

在
し
た
と
い
う
説
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
神
官
卜
部
兼
方
の

著
『
釈
日
本
紀
」
に
始
ま
る
。
こ
の
日
本
固
有
の
文
字
を
歴

史
以
前
に
成
立
七
て
い
た
文
字
と
い
う
意
味
で
神
代
文
字
と

称
し
て
い
る
が
、
勿
論
そ
の
存
否
に
関
し
て
は
大
い
に
議
論

の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
新
井
白
石
の
『
同

文
通
考
』
（
一
七
〇
五
年
）
や
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
」

（一

ｵ
九
八
年
）
に
も
、
神
代
文
字
に
関
す
る
記
述
が
見
ら

れ
る
。
中
で
も
平
田
篤
胤
は
神
代
文
字
の
存
在
を
強
く
主
張

し
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
著
わ
し
た
『
神
字
日
文

伝
』
で
は
、
天
児
屋
根
命
真
伝
の
文
字
、
対
馬
国
卜
部
阿
比

留
氏
に
伝
わ
っ
た
阿
比
留
文
字
、
出
雲
大
社
伝
存
の
文
字
な

ど
十
三
種
を
挙
げ
、
日
文
（
ひ
ふ
み
）
こ
そ
真
の
神
代
文
字

 
 
 
 
 
 
ア
 

で
あ
る
と
し
た
。
直
線
的
な
形
の
も
の
が
本
来
の
字
で
あ

り
、
曲
線
的
な
形
の
も
の
は
そ
の
草
書
体
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
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こ
の
日
文
と
前
掲
の
石
灯
籠
銘
の
各
文
字
を
照
合
す
る
と
、
¶

（
キ
）
、
□
（
チ
）
、
丑
（
コ
）
、
川
（
シ
）
、
可
（
ウ
）
、
1
1
（
イ
）
、

叶
（
ワ
）
、
釧
（
へ
）
と
八
文
字
が
日
文
と
合
致
す
る
か
ら
、
銘
文
の

十
二
文
字
中
十
字
は
ど
う
に
か
判
読
が
可
能
で
あ
り
、
何
よ
り
も
こ

の
文
字
自
体
が
日
文
に
よ
っ
て
書
記
さ
れ
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
肝
と
肚
の
二
字
に
つ
い
て
は
日
文
に
該

当
す
る
文
字
が
無
く
、
．
肝
1
1
肝
（
ム
）
・
■
（
ル
）
、
肚
1
1
田
（
モ
）
・

玉
（
ロ
）
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
現
地
調
査
で
確
認
さ
れ
た
文

字
は
紛
れ
な
く
肝
と
咀
で
あ
り
、
誤
刻
の
場
合
以
外
は
他
の
文
字
に

認
定
さ
れ
る
余
地
は
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
神
代
文
字
と
称
さ
れ
る
も
の
は
前
掲
の
日
文
以
外
に

は
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
文
は
篤
胤
が
対
馬
国
阿
比
留
氏

伝
来
の
ア
ヒ
ル
文
字
を
応
用
し
た
も
の
で
、
『
神
字
日
文
伝
』
に
よ

る
と
こ
の
ア
ヒ
ル
文
字
は
五
つ
の
母
音
字
と
九
つ
の
父
音
字
に
よ
．
っ

 
 
 
 
 
 
ぞ
 

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
ウ
 
 
 
 
オ
 
 
 
イ
 
 
 
 
エ
 
 
 
ア

 
母
音
字
 
T
・
⊥
・
1
・
↓
・
ト

 
 
 
 
 
ス
フ
ツ
ル
ヌ
ク
ユ
ム
ウ

 
父
音
字
 
く
・
〈
。
・
〔
・
コ
・
L
・
「
・
エ
・
口
・
O

こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
子
音
字
は
四
十
五
字
で
き
る
わ

三
三
 
日
文
（
ア
ヒ
ル
文
字
と
ア
ヒ
ル
ク
サ
文
字
）

ATスエ1エ。⊥ヲ11キ1⊥・創ヒ

ol・アLl二［1・タコTルC⊥ト合丁フ

MセAl・サ創り・工TユOlモ0量ミ

O・1エ］1りITクolヰに1チエ⊥ヨ

合⊥ホAo lへO。1メ［：Tツコ．乱ロエ1イ

〕一1レ［｛fll・カ。トワコトラaTム

｝尻⊥ノ。TウLT礼UネL卜' i
   0トマ。⊥才A⊥ソAlシ：Lトヤ

レフス麺艶易タ距卸b・ヤムv”7t

凝シ噛魑秘喫・祖述勉ナW
  コセ淋工寸ク諌ル紗ヤノ・
   彰拶・も跨・柳甥ユ・｝rラY' 」＜ヨ

  郵袖即勘多・㍗リネI」bF ）．K〈イ
七
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聾ウ
U

ス
〈

フ
合

ツ
「
「

ル
コ

ヌ
」

ク
コ

ユ
エ

ム
ロウ

0 図
四
 
日
文
五
十
音
字

or町工τコT LTコτ［r GTAT U丁丁

0⊥［1Lエ⊥1⊥LLコ⊥［L伍く⊥U⊥⊥

Ol Bl ll 11

0→［Hエd11

0トロトエFコト

Ll ］1 ［1 Bl Al Vl 1

日コ→日fid Al田 d

Lトコト［IAar A卜U卜 卜

八

け
で
、
こ
れ
に
五
つ
の
母
音
字
を
加
え
た
五
十
音
字
が
ア
ヒ
ル
文
字
の
総
数
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
の
日
文
は
四
十
七
音
字
で
、
五
母
音
字
中
の
イ
ウ

エ
を
欠
い
て
い
る
。
一
般
に
ヒ
フ
ミ
四
十
七
音
字
の
場
合
は
、
四
十
七
音
字
の
中
に

五
母
音
字
が
含
ま
れ
、
ヤ
行
の
置
・
梅
と
ワ
行
の
輪
に
相
当
す
る
三
字
が
無
い
の
が

普
通
で
あ
る
。
篤
胤
の
示
し
た
日
文
四
十
七
音
字
は
こ
う
し
た
常
識
と
異
な
っ
て
い

る
こ
と
が
先
ず
指
摘
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
前
掲
の
日
文
四
十
七
音
字
と
は

違
っ
た
他
の
も
の
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
。
直
訴
に
言
え
ば
、
日
文
四
十
七
音
字

に
母
音
字
の
イ
ウ
エ
を
加
え
た
ア
ヒ
ル
文
字
の
完
全
形
、
つ
ま
り
五
十
音
字
が
一
方

に
存
在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
般
に
は
余
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
図
が
そ
の
「
ヒ
フ
ミ
五
十
音
字
」
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 
前
掲
の
四
十
七
音
字
と
対
比
す
る
と
、
母
音
字
と
は
別
に
父
音
字
の
ウ
欄
に
、
肝
・

肚
・
田
・
田
・
掛
の
五
文
字
が
あ
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
の
肝
と

肚
の
二
字
は
言
う
ま
で
も
な
く
前
述
の
石
灯
籠
銘
の
未
詳
文
字
で
あ
り
、
前
者
は
ウ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 

後
者
は
オ
と
読
む
べ
き
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
篤
胤
は
神
代
文
字
と
言
わ
れ
る

も
の
を
多
く
集
め
、
そ
の
中
で
イ
ロ
ハ
順
や
五
十
音
順
の
も
の
は
後
代
の
作
で
あ
る

 
 
 
 
 
 
 
ほ
 

と
称
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
論
議
は
問
題
で
な
い
。
石
灯
籠
の
寄
進
者

で
あ
る
藤
田
藻
が
神
代
文
字
を
用
い
て
何
を
表
現
し
た
か
が
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
の

意
図
を
理
解
す
る
た
め
に
、
十
二
文
字
の
判
読
が
先
決
と
な
る
の
で
あ
る
。
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㊨
銘
文
の
解
読
と
意
味

1996年12月 播磨定男：山口県の神代文字

 
石
灯
籠
中
台
銘
の
吟
味
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
十
二
文
字
の
各
々
に

仮
名
を
宛
て
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
六
角
型
の
中
台
は
竿
の
上
に
横

に
の
せ
ら
れ
る
関
係
か
ら
、
側
面
の
文
字
は
一
面
に
二
字
ず
つ
横
に
並

ぶ
こ
と
に
な
る
。

 
銘
文
の
解
読
に
当
た
り
最
も
困
難
な
こ
と
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
読
み

始
め
る
の
か
、
そ
の
起
点
が
容
易
に
分
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

右
回
り
か
左
回
り
か
も
簡
単
に
は
片
付
か
な
い
問
題
で
あ
る
。
仮
に
右

回
り
に
読
ん
だ
と
し
て
も
十
二
通
り
の
読
み
方
が
あ
り
、
最
少
で
も
二

十
四
通
り
の
解
読
文
を
並
べ
て
、
各
々
の
意
味
を
吟
味
し
て
か
か
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
神
代
文
字
関
係
史
料
の
中
に
竹
内
神
鏡
な

 
 
 
 
 
 
レ
 

る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
直
径
約
八
寸
、
厚
さ
一
寸
余
の
鏡
裏
周
囲
に

三
十
六
個
の
ア
ヒ
ル
文
字
を
陽
刻
し
た
も
の
で
、
右
回
り
に
「
ア
マ
サ

カ
リ
、
ヒ
ム
カ
ッ
ヒ
メ
、
ス
ミ
ラ
ミ
コ
ト
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
シ
、
ア
メ
マ

ウ
ラ
、
ツ
ク
リ
タ
テ
マ
ツ
ル
」
と
読
む
。

 
右
の
事
例
を
参
考
に
、
前
掲
の
中
台
銘
を
右
回
り
に
読
む
と
し
て
も
、

起
点
を
ど
こ
に
す
る
か
は
依
然
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
十
二
通
り
に
文

イ
刀

シ
一

図
五
 
石
灯
籠
の
中
台
銘
（
解
読
文
）

口⊥オ

oTウ

。トワ

合1へコ］⊥

1
ー
キ

臼
チ

ウoT

シ〈1

ウUT

九
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一
〇

字
を
並
べ
各
々
の
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
石
灯
籠
の
現
存
状
態
か
ら
言
う
と
、
中
台
六
面
の
う
ち
「
1
1
□
」
と
あ

る
面
が
正
面
を
な
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
台
の
下
に
あ
る
丸
竿
の
「
奉
献
」
と
刻
さ
れ
た
面
と
同
方
向
に
あ
る
の
が
正
面
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
十
二
文
字
解
読
の
起
点
も
こ
の
正
面
に
あ
る
「
1
1
□
」
の
二
字
か
ら
始
ま
る
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
前
提
の
も

と
に
各
文
字
を
並
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

㍗
陸
ル
距
姫
Φ
伸
距
曲
Φ
，
ψ
祉

 
「
キ
チ
コ
ウ
シ
ウ
」
は
「
吉
香
衆
」
で
あ
り
、
吉
香
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
吉
川
経
義
以
下
の
草
葺
を
指
し
て
い
る
。
「
シ
イ
」
は
「
四

囲
」
で
「
オ
ウ
」
は
「
覆
う
」
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
香
神
社
境
内
に
は
吉
川
氏
歴
代
の
御
霊
が
九
柱
も
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
吉
香
神
社
の
す
ぐ
側
に
は
吉
川
氏
の
産
土
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
白
山
神
社
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
歩
足
を
運
べ
ば
吉
川
氏
代
々
の

墓
所
な
ど
、
周
辺
一
帯
が
吉
川
氏
に
関
連
し
た
史
跡
や
建
造
物
に
覆
わ
れ
た
状
況
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
末
の
「
ワ
へ
」
は

「
和
え
」
、
あ
る
い
は
「
ト
O
」
は
「
ア
」
と
も
読
め
る
か
ら
、
「
ア
へ
」
と
な
っ
て
「
養
え
」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
和
え
」
の
原
形

は
「
和
す
」
で
「
や
わ
ら
ぐ
・
し
た
し
む
」
等
の
意
味
で
あ
り
、
吉
川
氏
を
中
心
と
し
た
周
囲
の
様
子
を
、
石
灯
籠
の
寄
進
者
自
ら
が
そ

れ
と
な
く
感
慨
を
吐
露
し
た
と
も
受
け
と
れ
る
。
ま
た
、
「
掃
え
」
の
場
合
は
饗
萸
（
キ
ョ
ウ
テ
ン
）
な
ど
の
よ
う
に
「
物
を
供
え
て
祭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
を
す
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
、
神
社
に
石
灯
籠
を
寄
進
し
た
自
ら
の
行
為
を
表
現
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
意
味
と
し
て
は
こ
の
方
が
妥

当
性
を
も
っ
て
い
る
。

 
「
吉
香
衆
四
囲
覆
う
饗
え
」
が
蔓
草
の
神
代
文
字
十
二
字
の
解
読
で
あ
っ
て
、
す
で
に
「
吉
香
神
社
」
の
名
前
が
存
在
す
る
と
は
言
え
、

吉
川
氏
を
旧
称
の
「
吉
香
」
と
表
記
す
る
な
ど
、
さ
す
が
郷
土
史
を
専
門
と
し
た
藤
田
な
ら
で
は
の
独
創
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
吉
香
神

社
の
あ
る
周
囲
の
現
況
と
こ
の
神
社
が
吉
川
氏
旧
居
館
跡
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
右
の
解
読
文
も
決
し
て
理
解
を
強
い

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
様
々
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
、
何
通
り
か
の
文
章
を
舌
頭
百
遍
繰
り
返
し
た
結
果
、
こ
の
解
読
文
を
至
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当
と
認
め
る
の
で
あ
る
。

四
神
代
文
字
の
否
定
説

1996年12月 播磨定男：山口県の神代文字

 
明
治
十
九
年
寄
進
の
石
灯
籠
に
神
代
文
字
を
表
刻
し
、
こ
れ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
し
た
の
は
寄
進
者
藤
田
藻
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。

私
は
藤
田
の
こ
と
を
詳
し
く
調
べ
る
間
も
な
く
拙
稿
を
草
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
彼
の
そ
の
後
の
学
問
的
業
績
や
銘
文
の
内
容
か
ら
し

て
、
単
に
好
事
家
的
な
興
味
か
ら
出
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
明
治
時
代
に
お
け
る
神
道
思
想
の
優
勢
下
で
神
代
文
字
が
一

般
に
関
心
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
り
、
藤
田
も
ま
た
こ
う
し
た
時
勢
の
中
で
知
識
を
修
得
し
、
時
恰
も
吉
香
神
社
の
創
建
と
い
う
時
宜
を

得
て
こ
れ
を
表
刻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
藤
田
自
身
の
心
情
と
は
別
に
、
神
代
文
字
の
存
在
に
関
し
て
寧
ろ
こ
れ
を
否
定
す
る
厳
し
い
学
説
が
出
て
お
り
、
現
在
で

は
こ
の
方
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
平
田
王
胤
以
前
に
、
貝
原
益
軒
や
太
宰
春
台
な
ど
は
平
安
初
期
に
斎
部
広
成

が
著
わ
し
た
『
古
語
拾
遺
』
に
「
蓋
し
聞
く
、
上
古
の
青
倉
だ
文
字
有
ら
ず
」
と
あ
る
こ
と
を
引
用
し
て
反
対
し
、
賀
茂
真
淵
は
『
語
意

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 

考
』
に
、
本
居
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
の
総
論
に
、
と
も
に
漢
字
渡
来
以
前
に
は
文
字
が
無
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

 
ま
た
、
篤
胤
が
最
も
信
頼
し
た
日
文
に
つ
い
て
も
、
伴
信
友
は
吏
読
（
朝
鮮
で
漢
字
の
音
訓
を
借
り
て
朝
鮮
語
を
記
す
に
用
い
た
文
字
）

と
見
倣
し
、
日
文
以
外
の
神
代
文
字
の
多
く
は
偽
作
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
日
文
と
ハ
ン
グ
ル
が
文
字
の
形
の
上
で
類
似
し
て
い
る
こ
と

は
、
本
稿
の
石
灯
籠
銘
の
吟
味
で
も
諒
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
日
文
が
こ
の
ハ
ン
グ
ル
か
ら
脱
化
し
た
も
の
と
す
る
と
、
ハ
ン
グ
ル
が
朝

鮮
に
お
い
て
成
立
し
た
十
五
世
紀
中
頃
よ
り
は
年
代
的
に
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

 
日
文
を
は
じ
め
と
す
る
神
代
文
字
は
、
ヒ
フ
ミ
順
や
イ
ロ
ハ
順
、
五
十
音
順
な
ど
に
配
列
さ
れ
、
ア
行
の
イ
ゥ
エ
と
ヤ
行
の
イ
ェ
お
よ

び
ワ
行
の
ウ
と
を
区
別
す
る
も
の
と
区
別
し
な
い
も
の
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
体
の
字
数
が
四
十
七
音
字
で
あ
っ
た
り
、
五
十
音
字
に
な
つ
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一
二

た
り
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
奈
良
時
代
ま
で
は
キ
ケ
コ
ソ
ト
ノ
ヒ
ヘ
ミ
メ
ヨ
ロ
の
十
二
音
お
よ
び
そ
の
濁
音
に
は
、
各
音
に
母
音
の
差
異
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 

基
づ
い
て
甲
乙
翠
玉
の
音
の
区
別
が
あ
り
、
か
か
る
音
韻
上
の
区
別
が
消
滅
し
た
の
は
平
安
時
代
の
中
期
頃
と
さ
れ
る
。
当
時
す
で
に
神

代
文
字
が
存
在
し
て
お
れ
ば
、
上
記
の
甲
乙
両
類
の
音
を
表
わ
す
文
字
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
神
代
文
字
に
は
四
十
七
音
な
い
し
五

十
音
し
か
書
き
分
け
が
な
い
の
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
五
十
音
図
や
い
ろ
は
歌
な
ど
の
作
ら
れ
た
時
期
は
平
安
中
期
以
後
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
配
列
順
序
や
字
数
が
類
似
す
る
神

代
文
字
は
、
当
然
平
安
中
期
以
降
の
成
立
と
な
る
。
神
代
文
字
を
わ
が
国
の
漢
字
渡
来
以
前
の
固
有
文
字
と
す
る
学
説
は
、
今
巳
で
は
完

全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

 
山
口
県
内
に
は
本
稿
で
採
り
上
げ
た
岩
国
市
吉
香
神
社
以
外
に
、
下
関
市
内
の
里
宮
神
社
と
住
吉
神
社
の
二
箇
所
に
神
代
文
字
関
係
の

史
料
が
現
存
し
て
い
る
。
報
文
に
よ
る
と
、
忌
宮
神
社
の
も
の
は
麻
袋
に
七
文
字
が
記
さ
れ
、
ま
た
、
住
吉
神
社
の
方
は
十
三
文
字
ば
か

り
刻
さ
れ
た
神
璽
で
あ
る
。
吉
香
神
社
の
も
の
と
は
違
っ
て
、
下
関
市
内
の
も
の
は
共
に
ア
ヒ
ル
ク
サ
文
字
と
称
さ
れ
る
草
書
体
で
あ
る

が
、
私
自
身
が
実
物
を
調
査
し
、
内
容
を
検
討
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
平
成
八
年
九
月
二
十
二
日
稿
）
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註

播磨定男：山口県の神代文字1996年12月

（
1
）
こ
の
石
灯
籠
の
存
在
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
は
、
岩
国
市
今
津
町
在
住
の
横
田
薫
氏
で
あ
る
。
平
成
八
年
正
月
に
氏
か
ら
銘
文
の
解
読
を
依

 
頼
し
た
手
紙
が
あ
り
、
同
年
四
月
に
現
地
へ
赴
く
こ
と
に
し
た
。

（
2
）
例
え
ば
、
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
の
妙
心
寺
玉
画
院
開
山
堂
前
に
あ
る
石
灯
籠
は
、
基
壇
と
基
礎
、
火
袋
が
四
角
、
竿
と
中
台
と
宝

 
珠
が
六
角
で
、
笠
は
円
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
意
図
的
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
寄
せ
集
め
で
な
い
こ
と
は
専
門
家
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
つ

 
て
い
る
。
同
じ
も
の
が
二
士
あ
っ
て
一
対
を
な
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
1
四
三
）
の
造
立
で
あ
る
。
（
京
田
良
志
著

 
『
石
灯
籠
新
入
門
』
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
四
十
五
年
、
二
二
四
頁
）

（
3
）
藤
田
の
業
績
は
、
県
内
の
金
石
文
研
究
が
緒
に
つ
い
ば
か
り
の
段
階
に
、
個
別
実
証
的
研
究
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。
氏
が
著

 
書
に
収
録
し
た
史
料
の
中
に
は
今
日
す
で
に
実
物
の
失
わ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
明
治
年
間
で
の
調
査
記
録
の
存
在
は
貴
重
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

 
い
。
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
に
は
岩
国
徴
古
館
よ
り
『
岩
国
金
石
文
集
』
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
藤
田
の
著
書
か
ら
引
用
さ
れ

 
た
銘
文
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
『
岩
国
市
史
』
下
巻
、
四
二
五
頁
。

（
5
）
吉
川
氏
を
祀
る
神
社
を
吉
香
神
社
と
称
す
る
こ
と
は
吉
川
氏
の
出
自
と
関
係
し
て
い
る
。
吉
川
氏
始
祖
の
経
義
は
駿
河
国
入
江
荘
吉
河
邑

 
（
静
岡
県
清
水
市
）
に
居
館
を
構
え
、
在
地
名
に
よ
り
吉
川
氏
を
称
し
た
が
、
は
じ
め
は
吉
香
、
木
河
、
吉
河
な
ど
の
文
字
を
用
い
て
い
る
。

 
岩
国
市
に
あ
る
吉
香
神
社
や
吉
香
公
園
の
名
称
は
こ
の
吉
川
氏
の
旧
名
に
由
来
し
て
い
る
。
（
『
国
史
大
辞
典
』
第
四
巻
、
一
五
〇
頁
）

（
6
）
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻
、
七
四
一
頁
。

（
7
）
金
田
一
春
彦
編
『
日
本
百
科
大
事
典
』
（
大
三
二
書
店
、
一
九
八
八
年
）
三
二
六
頁
。

（
8
）
吾
郷
清
彦
著
『
日
本
神
代
文
字
研
究
原
典
』
（
新
人
物
干
来
社
、
平
成
八
年
）
二
三
二
頁
。

（
9
）
同
右
書
、
二
三
七
頁
。

（
1
0
）
東
京
都
世
田
谷
区
北
沢
の
北
沢
八
幡
宮
に
は
、
ア
ヒ
ル
文
字
で
「
卦
W
肝
肚
W
卦
0
1
」
（
ヤ
ハ
タ
オ
ホ
カ
ミ
）
と
記
し
た
神
璽
が
あ
り
、
第

 
四
字
目
に
肚
字
が
見
ら
れ
る
。
（
前
掲
吾
郷
著
、
九
八
頁
に
銘
文
紹
介
）

（
1
1
）
国
語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十
五
年
）
五
三
二
頁
。

（
1
2
）
前
掲
吾
郷
著
に
は
こ
の
神
鏡
の
実
物
の
写
真
を
の
せ
て
い
る
。
計
測
値
と
銘
文
の
解
読
は
同
書
に
よ
る
。
（
同
書
、
一
六
九
頁
）

（
1
3
）
藤
堂
明
保
編
『
学
研
漢
和
大
字
典
』
一
四
九
五
頁
。
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（
1
4
）
前
掲
、
国
語
学
大
辞
典
、

（
1
5
）
同
右
書
、
五
三
二
頁
。

五
三
一
頁
。

一
四

〈
付
記
V

 
本
稿
を
草
す
る
に
当
た
り
、
本
学
八
田
善
穂
、
沼
野
治
郎
両
教
授
の
御
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
岩
国
市
在
住
の
横
田
薫
氏
か

ら
は
、
吉
香
神
社
の
石
灯
籠
銘
に
関
す
る
諸
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
各
々
の
御
厚
意
に
対
し
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

 
尚
、
本
稿
は
岩
国
市
民
大
学
「
歴
史
講
座
」
（
岩
国
市
教
育
委
員
会
主
催
、
平
成
八
年
度
）
で
話
し
た
内
容
に
後
日
加
筆
し
た
も
の

で
あ
る
。
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